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第64期 報告書

おいしい笑顔を支えます。

平成24年4月1日       平成25年3月31日 



株主の皆様　新しく社長に就任致しました滝口良靖でございます。
平素より格別のご支援ご厚情を賜り心より御礼申し上げますとともに、お客様のご繁栄

と社業の発展に努める所存でございます。よろしくお願い申し上げます。
当社グループの平成25年3月期決算がまとまりましたので、ここにご報告申し上げます。
東日本大震災による影響が残る中、復興需要関連に係わる企業の生産活動に牽引され、
緩やかな持ち直しの動きが見られ、昨年末の政権交代に伴う大胆な金融・財政政策への期
待感から円高の是正、株価の回復が見られて、経済環境の改善への変化が感じられるよう
になりました。食品業界におきましても、景気回復への期待も徐々に高まってきております
が、原材料価格上昇が経営の悪化要因として懸念され、一方、雇用、所得環境は依然とし
て厳しく、個人消費は節約・低価格志向が強く慎重な消費行動が続いております。
当社グループは、中長期的な成長を維持する観点から、栃木県下都賀郡壬生町に宇都
宮営業所を新設、小売業部門では、宮城県内に3店舗を新設致しました。
当期の連結業績は、売上高445億30百万円（前年同期比6.2％増）、営業利益11億円（同2.2％増）、経常利益13億77百万円

（同9.4％増）、当期純利益は、震災による本社倉庫・事務所等の被害に対して、施設復旧整備助成金などもあり、9億46百万円（同
36.9％増）となりました。
本年度は経営方針に「業種別の市場占有率を高める」を掲げ、各業種毎に商品開発、競合他社に負けない仕入を行う体制を作る

と共に、専門性の高い人財を育成して営業体制を強化し、社員一丸となって目標達成に向け努めてまいります。
株主の皆様におかれましては、今後とも尚一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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代表取締役社長  滝 口  良 靖

株主の皆様へ

新設の営業所・店舗の設
置に伴う諸経費が増加し
て伸び率が縮小

外食・給食・メディカル部
門を中心とした新規開拓
が順調に推移

有価証券利息の増加及び
証券償還益により増加

第57期以来過去2番目の
1株当たり当期純利益

震災に係わる助成金等を
特別利益に計上して増加



期　別
科　目

当　期
（平成25年3月31日現在）

前　期
（平成24年3月31日現在）

資産の部
流動資産 16,756 16,663
固定資産 11,031 10,665
　有形固定資産 6,233 5,696
　無形固定資産 84 61
　投資その他の資産 4,713 4,907
資産合計 27,788 27,328
負債の部
流動負債 9,193 9,538
固定負債 223 235
負債合計 9,416 9,774
純資産の部
株主資本 18,356 17,624
　資本金 1,405 1,405
　資本剰余金 1,441 1,441
　利益剰余金 15,696 14,964
　自己株式 △ 187 △ 187
その他の包括利益累計額 14 △ 70
純資産合計 18,371 17,554
負債・純資産合計 27,788 27,328

（注）記載金額は百万円未満を切り捨て表示しております。

（単位：百万円）連結貸借対照表(要旨)
期　別

科　目
当　期

平成24年4月 1 日から（ 平成25年3月31日まで ）
前　期

平成23年4月 1 日から（ 平成24年3月31日まで ）
売上高 44,530 41,945

売上原価 36,921 34,711

　売上総利益 7,608 7,234

販売費及び一般管理費 6,508 6,157

　営業利益 1,100 1,076

営業外収益 292 199

営業外費用 16 17

　経常利益 1,377 1,258

特別利益 164 135

特別損失 5 143

　税金等調整前当期純利益 1,536 1,251

法人税、住民税及び事業税 480 595

法人税等調整額 108 △ 35

　少数株主損益調整前当期純利益 946 691

　当期純利益 946 691
（注）記載金額は百万円未満を切り捨て表示しております。

（単位：百万円）連結損益計算書(要旨)

（単位：百万円）

期　別
科　目

当　期
平成24年4月 1 日から（ 平成25年3月31日まで ）

前　期
平成23年4月 1 日から（ 平成24年3月31日まで ）

営業活動によるキャッシュ・フロー 754 2,158
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 953 △ 792
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 215 △ 204
現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △ 0
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 414 1,160
現金及び現金同等物の期首残高 7,089 5,928
現金及び現金同等物の期末残高 6,674 7,089

（注）記載金額は百万円未満を切り捨て表示しております。

連結キャッシュ・フロー計算書(要旨)

連結株主資本等変動計算書　当期（平成24年4月1日から平成25年3月31日まで） （単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他有価証券
評価差額金

その他の包括
利益累計額合計

平成24年4月1日　期首残高 1,405 1,441 14,964 △ 187 17,624 △ 70 △ 70 17,554
連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △ 214 △ 214 △ 214
当期純利益 946 946 946
自己株式の取得 △ 0 △ 0 △ 0
自己株式の処分 △ 0 0 0 0
持分法の適用範囲の変動
株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額) 84 84 84

連結会計年度中の変動額合計 ー △ 0 731 0 731 84 84 816
平成25年3月31日　期末残高 1,405 1,441 15,696 △ 187 18,356 14 14 18,371

（注）記載金額は百万円未満を切り捨て表示しております。

連結財務諸表



お客様へ更なるサービス向上を目指して!!サトーワールド

製 菓 展 示 会 ・ 給 食 提 案 会

配送トラックのデザインをリニューアル

● 日　時：5月15日
● 場　所：宇都宮営業所内　
● 参加メーカー：15社　
● 来場者：94名（52社）　

 給食提案会ポイント

宇都宮営業所初の「ミニ提案会」を開催。
弁当･事業所給食･メディカル業態向けの商品･メニューの提案･展示を行いました。

給食提案会 … 宇都宮営業所

● 日　時：5月25日
● 場　所：郡山営業所内　
● 参加メーカー：15社　
● 来場者：85名（40社）　

 給食提案会ポイント

メディカル業種向けの提案会を開催。
「やわらか食」「メディカル向けおやつ」
等専門性を高めた提案、展示を行い
ました。

給食提案会 … 郡山営業所

● 日　時：4月9・10日
● 場　所：サンフェスタ（宮城県仙台市）
● 参加メーカー：原料メーカー62社、機械メーカー6社　
● 来場者：776名（414社）　

 製菓展示会ポイント

「春･夏商品提案会」をテーマに開催し、和・洋菓子、パン店様向けの季節メニューを提案し、
売場の活性化、夏場の売上落ち込み対策等のお手伝いを行いました。

製菓展示会 … 宮城県仙台市

皆さんに、より親しまれる会社を目指して（デザインを社内公募で決定）



新 商 品 情 報

JFSAセレクション ミニチョコデニッシュ

JFSA 味付山菜ミックス	

JFSA NEWナポリタン

● 特長
風味豊かなデニッシュ生地でチョコレートを包みました。

● 規格
6個×12袋/4合
約18g/個
冷凍

● 特長
味付けしてあり、開封してそのまま使用できます。	 	
そば、うどん、炊き込みご飯等の具材として使用できます。

● 規格
1kg×16袋
常温

● 特長
簡単ボイル調理の業務用ナポリタン、ボイル後混ぜ合わせる
だけの大量調理向け商品です。

● 規格
1kg×6袋
冷凍

JFSAセレクション ザ・スクランブルエッグ

JFSA 新讃岐うどん

Jプライス 味付いなり揚げ（東・角）40

● 特長
ホテルの朝食バイキング用に手作り感のある食感と味に仕
上げました。卵、牛乳を多く使用することで、濃厚な旨み
と風味をだしました。

● 規格
1kg×10
冷凍

● 特長
讃岐うどんのコシと風味を茹で上げ直後に急速冷凍してい
ます。特にコシの強さと喉ごしの良さは自慢できる1品です。

● 規格
250g×5×8袋
冷凍

● 特長
東日本向けの味にした、俵いなり用の味付あげです。		
使いやすい40枚入りです。	 	 	 	
西日本向けの味にした俵いなり用の味付あげもございます。

● 規格
40枚/袋×20袋
冷蔵



創 　 　 業 … 昭和23年
設 　 　 立 … 昭和25年
資 本 金 … 1,405,800,000円
事 業 内 容 … 業務用食品の販売

1.	製菓・製パン材料
2.	学校給食・産業給食資材
3.	ホテル・レストランなどの外食資材
4.	弁当・仕出し資材
5.	惣菜資材
6.	小売（C＆C）

本 社 所 在 地 … 〒983-8556
仙台市宮城野区扇町五丁目6番22号

従業員の状況 … 連結671名（139名）
単体607名（124名）
（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、

年間の平均人数を（　）外数で記載しております。

発行可能株式総数 ………………………… 23,024,000株
発行済株式総数 ………………………… 9,152,640株
株 主 数 ………………………… 2,626名
大 株 主

株主名 所有株式数
千株

持株比率
％

佐藤正之 1,543 17.3
㈱サトー興産 1,296 14.5
サトー商会取引先持株会 1,136 12.7
㈱サトー商会社員持株会 315 3.5
佐藤正治 224 2.5
㈱三菱東京UFJ銀行 218 2.4
㈱七十七銀行 216 2.4
高橋恵美子 190 2.1
上岡康子 171 1.9
佐藤俊子 147 1.6

（注）持株比率は自己株式（211,103株）を控除して計算しております。

事 業 年 度 … 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 … 毎年6月
期末配当金受領株主確定日 … 3月31日
中間配当金受領株主確定日 … 9月30日
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 … 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 … 〒137–8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
0120–232–711（フリーダイヤル）

単 元 株 式 数 … 100株
公 告 方 法 … 電子公告により当社ホームページに掲

載して行います。ただし、電子公告によ
ることができない事故、その他やむを得
ない事由が生じたときは、日本経済新聞
に掲載して行うことにしております。
ホームページアドレス
http://www.satoh-web.co.jp/

株主メモ

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています

株主優待

対象株主様：
毎年3月31日現在の株主名簿および実質株主名簿に
掲載された100株以上保有の株主様。

■ 1,000株以上
　 保有の株主様
     5kg入りを1銘柄
■ 100株以上1,000株未満
　 保有の株主様
     2kg入りを1銘柄

東北の銘柄米
新米を

お届けします。
（毎年10月下旬予定）

会社の概要（平成25年3月31日現在） 株式の状況（平成25年3月31日現在）

代表取締役会長 佐藤　正之
代表取締役社長 滝口　良靖
専 務 取 締 役 岡本雄次郎（管理本部長  兼  人事総務部長）
専 務 取 締 役 梶田　雅仁（営業本部長）
常 務 取 締 役 木村　喜昭（営業本部副本部長  兼  給食部長）
取 締 役 渡辺　富男（製菓部長）
取 締 役 郡山　敏彦（外食部長）
取 締 役 佐藤　典大（社長室長）
常 勤 監 査 役 森田　武明
監 査 役 竹山　正憲（㈱現代経営研究所代表取締役社長）
監 査 役 勅使河原安夫（弁護士）
監 査 役 岡田　哲男（㈲コックス代表取締役社長）

役員（平成25年6月26日現在）

ホームページ
のご案内

http://www.satoh-web.co.jp/
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社是

経営
理念

より優れた商品を提供する
正確と便利性を提供する

企業の社会的使命を自覚し社会の人々の幸
福と利益のために働かねばならない
1. 	会社を堅実にすることはそれだけ社会に

奉仕する力を大きくすることである
1. 	我々は如何なる人々からも尊敬され親しま

れる企業体と人格を養わねばならない
従って、会社の堅実な運営発展と、社員の豊
かな生活増進を会社経営の二つの柱とする 




